
令和 7 年度上半期 指定管理者管理運営状況シート 

●施設の概要 

施設名 梅林児童館 所管課 子ども未来部子ども支援課 

所在地 岐阜市田端町 1 番地 11 

指定管理者名 社会福祉法人 和光会 

指定期間 令和 4 年 4 月 1 日～令和 9 年 3 月 31 日まで 

選定方法 ■公募        □非公募  

料金制 □使用料       □利用料金         ■料金徴収なし 

指定管理委託料（年額） 16,993,000 円 

施設の設置目的 児童に健全な遊びを与えて、その健康を増進し、又は情操を豊かにすることを目的とする。 

施設概要 
◇構造：鉄筋コンクリート造 2 階建 ◇敷地面積：829.92 ㎡ ◇延床面積：514.44 ㎡ 

◇施設内容：遊戯室、幼児室、図書学習室、多目的ルーム、事務室 

●利用状況 

  R7 上半期 R6 下半期 R6 上半期 R5 下半期 R5 上半期 

利用者数 

（単位：人） 

来館者数 9.898 8,222 7,790 7,289 6,520 

移動児童館利用者数 713 868 446 662 205 

各室稼働状況 
移動児童館実施回数（単位：回） ※11(9) ※9(8) ※10(7) ※15(11) ※8(6) 

開館日数（単位：日） 156 151 154 151 155 

※実施回数（施設未設置地区実施回数） 

●業務の履行確認 

区分 確認事項 履行状況 

利用者 

サービス 

①開館日・開館時間の遵守 

②適切な人員配置 

 

 

 

③広報の方策 

 

 

 

 

 

 

 

④苦情への対応 

 

 

 

⑤仕様書、事業計画書に基づく事業の実施 

①開館日・開館時間を計画通り適切に実施した。  

②所長（常勤職員）、常勤職員１人、非常勤職員 5 人 

（内休日対応職員として職員１人） 

保有資格は、保育士資格５人、児童厚生員２級資格４名、小・中・

高校教諭資格を保持しているもので人員は構成した。  

③おたより児童用「メロディ」乳幼児用「めろでぃ」の 2 種類を作成し

て毎月中旬には次月の分を発行している。近隣小学校、近隣公民

館、同じ法人の児童館やドリームシアターへも配布、ホームページ

への掲載も行っている。ホームページへは、おたよりの他に毎月

の活動の様子を随時、掲載をした。写真については利用者へ承諾

をいただき、掲載した。法人和光会グループやフェイスブックへの

掲載も更新している。岐阜市子育てアプリへの更新も随時してい

る。 

④常時ご意見箱を設置し、意見・要望があった場合は早急の対応

に努めた。また、利用者アンケートを上半期１回実施、実態を把握

し問題の解決に努めた。利用者アンケート結果や要望意見への回

答をホームページや幼児室、図書学習室、掲示板へ掲示した。 

⑤仕様書、事業計画に基づき、適切に実施した。 

 
自主事業 

提案事業 

  

施設管理 

①施設設備の保守点検の実施 

②施設の衛生管理に対する配慮、快適に利用でき

る状態の保持 

 

 

 

 

 

①適切に計画を実施した。 

②日常清掃を施設内外で毎日遂行。安心安全に努め、感染症対

策及び清潔と点検のため、昼、閉館後の清掃時に遊具消毒と整頓

も実施し、使用に備えた。消毒しにくいものを中心にオゾン式保管

庫も以前同様に活用した。感染症拡大防止対策は継続して細心

の注意を払い遂行した。定時による換気も継続し実施した。遊具

の扱いへの理解協力は継続して求めた。乳幼児が口に入れてしま

った遊具は消毒かごへ入れていただき、消毒して次に安心して使
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③省エネルギー並びに環境への負荷の軽減に努め

ること 

 

 

 

 

 

④施設・設備・備品等の維持管理 

用できるようにしている。週 2 回、就労促進事業清掃班（ワークサ

ポートあすなろ）による清掃も継続して行っていただいた。契約業

者によるワックスかけや清掃も実施した。施設外においては毎朝、

除草、掃き掃除、ごみ拾い等を実施して快適に過ごせるように努

めた。 

③職員の意識統一を図り、使用していない部屋の電燈を消すなど

の節電やエアコンは適温に設定を基本とし、利用者が快適に滞在

できるようにした。職員による定期点検の実施、気温、室温チェック

も行った。幼児や児童の工作においては、廃材の利用も多く取り

入れ、工作や手作りおもちゃ作りに取り組み、裏紙を使用して利用

者カード作り等を奨励することで省エネルギーやリサイクルで管理

費の縮減に努めた。 

④施設警備はセコムと契約の継続、また職員による朝夕の施設

内・施設外周の見回り点検を実施しチェック表へ記録した。また法

人・危機管理室職員が週 2 回以上、館外の巡回を実施している。

玩具については、破損が発見された場合は職員が修理またはおも

ちゃ病院ぎふに修理を依頼した。 

 

施設修繕 

下記の観点からの修繕実施状況 

①迅速・適切な修繕の実施 

 

②指定管理者のノウハウを生かした修繕・整備 

①点検業務により発見した個所については速やかに職員が修繕し

た。また業者へ修繕が必要な場合は見積もり後、依頼することにし

ているが上半期は修繕箇所は無かった。 

②簡易な修繕については、児童館職員で行った。また法人の建物

点検も毎月、実施している。今期の指定箇所は現在は無い。  

 

危機管理 

法令遵守 

①個人情報の保護 

②非常時の対応策 

③関係法令の遵守 

①～ ③すべてにおいて、岐阜市よりのマニュアルと法人マニュア

ルに沿って実施。 

また。法人で開催される管理者研修や事故対応等の研修に参加

し、職員会等で伝達講習を行うほか、ヒヤリハット報告書の記入を

強化し、周知することで事前の事故・苦情等の防止に努めた。 
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●利用者評価 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

利用者アンケート 

の実施状況 

及び実施結果 

＜保護者用（一般来館・クラブ参加）アンケート＞ 

【期間】 令和 7 年 7 月 1 日 ～ 7 月 18 日 

【回答者数】 50  人       

【校区】 華陽： 11 人 白山： 10 人 梅林： 7 人 長森西： 6 人  

  徹明： 3 人 厚見： 3 人 加納： 2 人    

  その他市内： 7 人 その他市外： 1 人   

【年齢】 10 代： 0% 20 代： 14% 30 代： 66% 40 代： 16% 50 代以上： 4%   

【評価】 

（あいさつ） 満足： 98% ほぼ満足： 2% 普通： 0% やや不満： 0% 不満： 0% 

（言葉づかい） 満足： 98% ほぼ満足： 2% 普通： 0% やや不満： 0% 不満： 0% 

（利用者対応） 満足： 98% ほぼ満足： 2% 普通： 0% やや不満： 0% 不満： 0% 

（利用しやすさ） 満足： 84% ほぼ満足： 14% 普通： 0% やや不満： 2% 不満： 0% 

（整理整頓） 満足： 96% ほぼ満足： 4% 普通： 0% やや不満： 0% 不満： 0% 

（清潔感） 満足： 94% ほぼ満足： 2% 普通： 2% やや不満： 2% 不満： 0% 

（換気） 満足： 96% ほぼ満足： 4% 普通： 0% やや不満： 0% 不満： 0% 

〇その他アンケートの内容と結果は、別紙のとおり。  

＜小・中・高校生用アンケート＞ 

【期間】 令和 7 年 7 月 1 日 ～ 7 月 18 日   

 

【回答者数】 50  人   

【学年】 小学： 1 年 7 人 2 年 11 人 3 年 10 人  

  4 年 7 人 5 年 5 人 6 年 2 人  

 中学： 1 年 1 人 2 年 7 人 3 年 0 人  

 高校： 1 年 0 人 2 年 0 人 3 年 0 人  

 無回答： 0 人       

 【学校名】 梅林小 30 人 白山小 10 人 梅林中 8 人    

   その他市内 2 人 その他市外 0 人   

 〇その他アンケートの内容と結果は、別紙のとおり。  

利用者からの 

要望・苦情と 

対処・改善 

・いつ来館しても笑顔で温かく迎えてくださり、来館しやすいです(8) 

・いつも親切に対応してくださり、うれしいです。ありがとうございます。(5) 

・毎回優しく声をかけていただいてうれしいです。(5) 

・いつも温かく見守ってくださりありがとうございます。(2) 

・いつもありがとうございます。(4) 

➡ こちらこそ来館していただき、ありがとうございます。笑顔の皆さんに会えることを職員は楽しみにしています。 

・子どもたちの名前を覚えてくださっていてうれしかった(3) 

・名前を覚えてもらい、気にかけてくれているんだと思いめちゃめちゃうれしかった(2) 

➡こちらこそ職員の名前も覚えて下さっていますね。嬉しく思います。たくさんお話しできることを楽しみにしています。 

・他の施設にも行きますが、梅林児童館が一番楽しく心地よく過ごすことができます（2） 

・温かい雰囲気のこの児童館が大好きです(2) 

➡ 嬉しいお言葉をありがとうございます。職員の励みになります。 

・おもちゃがたくさんあり大満足です(3) 

・おもちゃの片付け場所が分かりやすく、いつもキレイにしてあるのでとても遊びやすいです 

・久しぶりに来館したら、リニューアルしていて驚きました。これまで以上に開放的で使いやすくなっていてうれしいです 
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➡絵本コーナーを充実させるのと同時に他のコーナーもリニューアルしました。 

 まだまだ足りない個所もあると思います尚でご意見・ご要望をお持ちしています。 

・クラブや様々な企画を開いてもらえてうれしいです。ありがとうございます(3) 

・クラブがあることで児童館を身近に感じられる部分もすごく良いです 

➡ありがとうございます。 

 年齢の発達に合わせたものとなるように検討をして実施しています。喜んで楽しんでもらえるように今後も考えていきま

す。 

・今後も末永くお付き合いさせていただけるとうれしいです。これからもよろしくお願いします 

➡こちらこそよろしくお願いいたします。育児を応援しています。 

・トイレに便座カバーを一つだけでいいのでつけてほしい(2) 

➡衛生面を検討して前向きに話し合ってみます。 

・ぬり絵あそびがしたい(2) 

➡幼児室にはクレヨンやペンを置くスペースが確保できないことと乳児の利用も多いので誤飲当の安全面によりの現在

は難しいです。ご了承ください。 

・イベント時(夏まつり)に駐車場を使えるとうれしい 

➡ご不便をおかけして申し訳ありません。催しの都合により、駐車場の利用はご理解をいただきたいと思います。 

・土日もクラブ、イベントがあるとうれしい 

➡「ハッピーリサイクル会、パパとあそぼう！、おはなし会、誕生会、お兄ちゃん・お姉ちゃんとあそぼう！などを実施して

います。 

 こんなことをやって欲しいの要望をお話ください。 

・こどもが歩く練習や、ハイハイを広い場所でやると楽しそうなため、２階の開放日をもう少し増やしていただけるとうれし

い 

➡今後、開放日を増やしていきたいとおもいます。ご要望ありがとうございます。 

・仕方ないとは思いますが、おもちゃの付属品を１回１回借りに行くのがなくなるともっと便利かなと思います 

➡ご不便をおかけして申し訳ありません。付属品の紛失が続いていましたので現在の形になりました。 

・幼児室の空調がよく効いており、ありがたいですが、長時間利用していると少し寒いかなと感じます。 

➡幼児室が広いので場所により温度差が生じています。温度計をチェックしていますが行き届かず申し訳ありません。 

職員へ声をかけてください。温度調整をさせていただきます。 

・梅林児童館まじ大好き 

➡ 最高にうれしい言葉です。ありがとうございます。 

  もっともっと好きになってもらえるように面白くて楽しい遊び計画を立てたいと思います。 

・最高、大好き、愛してる 

➡ ありがとうございます。 

 時間があるときは、いつでも来館して下さいね。職員皆でみんなで一緒に楽しく過ごしましょう！待っています。 
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●指定管理者の選定基準に基づく評価（梅林児童館） 

区分 選定基準 評価項目 具体的な業務要求水準 

評価 

指定 
管理者 

所管課 
評価 

委員会 

公平性 
透明性 

住民の平等利用が確保
されること 

①平等利用を確保するための体

制、モニタリングなど 

・利用者アンケートの実施 

・運営委員会の開催 
A A A 

②情報公開、広報の方策 
・利用者アンケート結果の公表 

・広範で適切な情報提供・広報活動の実施 
A A A 

区分評価  A 

効果性 

事業計画書の内容が、
対象施設の効用（設置
目的）を最大限発揮する
ものであること 

③既存業務の改善、工夫又は新

規事業等の実施 
・業務改善や工夫又は新規事業（行事）等の実施 S S S 

④利用者ニーズ、苦情などの把

握方法、対応方策及びサービス

の質を確保するための体制 

・利用者のニーズ、苦情の把握 

・利用者のニーズ、苦情、クレームへの着実な対応・運

営への反映 

A A A 

⑤利用者に対するサービス向上

の方策（窓口応対、プロモーショ

ン、設備の整備など） 

・移動児童館の実施 

・利用者へのサービス向上に繋がる方策の実施 
S S S 

⑥利用促進、利用者増の方策 ・利用促進や利用者増に繋がる方策の実施 S S S 

⑦施設の効用（設置目的）を最大

限発揮できるスタッフの配置 
・過不足ない適正な人数配置、無理のない職員体制 S S S 

区分評価  S 

効率性 
事業計画書の内容が、
管理経費の縮減が図ら
れるものであること 

⑧指定管理経費の妥当性 ・収支計画の妥当性及び適正な予算執行 A A A 

⑨管理経費縮減の具体的方策 
・管理経費縮減に繋がる方策の実施（リサイクルやリユ

ース、節水・節電など） 
A A A 

区分評価  A 

安定性 
安全性 

事業計画書に沿った管
理を安定して行う物的
能力、人的能力を有して
いること 

⑩組織及びスタッフ（採用予定者

も含む）の経歴、保有する資格、

ノウハウ、専門知識等 

・児童厚生員を 2 人以上、その他の職員（施設が児童

センターの場合は体力増進指導に関し知識技能を有す

る者）を 1 人以上配置（このうち最低 1 人は常勤職員と

すること） 

S S S 

⑪スタッフ（採用予定者も含む）

の管理、監督体制 
・職員の連携体制、職場環境の整備 S A A 

⑫スタッフ（採用予定者も含む）

の人材育成の方策 

・職員の資質向上を図る研修の実施又は研修会への参

加 
S S S 

⑬リスクへの対応方策（利用者の

安全確保策、防止策、非常時の

対応マニュアルなど） 

・危機管理（リスク）や非常時対応のマニュアルの整備 

・リスク防止策の実践 
A S S 

区分評価  S 

貢献性 

事業計画書の内容が、
岐阜市あるいは施設が
ある特定の地域（以下
「地元」という。）の振
興、活性化などに貢献
できるものであること 

⑭地元の法人その他の団体の育

成（一部業務の再委託先）、地元

住民の活用（雇用又はボランティ

ア等） 

・地元の諸団体との連携、交流 

・地元の法人その他団体の育成又は地元住民・高齢

者・障がい者等の活用 

S S S 

⑮地元での社会活動等への参加 

・地元の振興、活性化などに貢献できる社会活動等へ

の参加（地元行事への参加）又は地元の団体・住民と

の協働事業等の実施 

S S S 

区分評価  S 
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●指定管理者の取組みに対する自己評価(良否、課題と解決策など) 

今期の取組み 
に対する評価 

○全体 

・今期も円滑な運営するため、岐阜市子ども支援課や法人本部の指導を受け、職員間での話し合い、報連相も密に

行い遂行に努めた。 

・昨年度の上半期よりも来館数は増え、児童、乳幼児ともに同じように来館が増えた。 特に 8 月は前年より 636 人増

であった。例年よりお盆期間の利用も多かった。 

・室内環境・・・来館者が居心地よく過ごせるように努めた。感染対策ついては毎日、整理整頓と清潔保持のため、清

掃・点検時に遊具や室内の消毒を継続した。また室温チェックを行い、エアコンの温度設定を変更することに努めた。 

特に猛暑での暑さ対策に置き場など安全対策をしながらサーキュレーターや扇風機を利用して室内ができるだけ均

等になり快適に過ごせるように努めた。高温が続き，２階の暑さ対策は大変だった。水分補給を３０分ごとに声掛け

し、ドッジボールなど激しい運動は控えめにした。水分補給についてはポスター掲示も行った。 

季節感を味わえる壁面飾りやいろいろな遊具に興味を持ってもらえるように遊具の配置を定期的に変えた。今期も希

望を聞きながら遊具や絵本の購入もした。 

・館外の安全管理は職員の見回りや監視カメラ以外に今期も継続して法人職員の危機管理室職員の巡回が毎週３回

程度の実施があり、利用者の安心安全だけでなく、職員も安心した運営となった。草取り・植木の剪定・入口花壇の手

入れを開館時間外に行った。春には花壇に昨秋に幼児や児童とチュウリップ球根を植えたものがきれいに咲き誇り、

来館時に写真を撮る姿が見られた。育つ様子を職員と楽しみに観察できていた。チュウリップのあとはヒマワリに変

え、成長を見ていただいた。 

・来館カード継続…口コミやネットに利用者からの掲載がされ、情報を見た方が来館されることもあった。リピーターの

来館に繋がっていると感じている。スタンプカードは幼児も児童も定着したため今後も継続していく。 

他の児童館からも真似て良いかとの問い合わせがあり承諾した。児童館へ来館するリピーター増となり子どもたちが

児童館でのあそびを楽しみとなってくれればと思う。 

 

〇児童の健全育成事業 

・季節に合わせた恒例の行事『入学・進級お楽しみ児童館ツアー』『夏まつり』『しゃぼん玉あそび』などを実施した。児

童ボランティアが職員と運営をし、達成感を味わうことができた。トラブルなく、それぞれの遊びを満喫していた。上級

生が下級生を世話する姿もあり、異年齢交流の場ともなった 

〇子育て支援事業 

・救急法・バランスボール体験の講座を梅林公民館事業との共催として講座を開催した。乳幼児人形での救急法は質

問も多く出て時間延長の講座となった。今後は防災や食育などの要望に応じた講座を開催予定である。 

・幼児クラブは、昨年と同じ形態で年齢や発達に応じた計画をたて、実践できた。口頭やアンケートでのご意見に「工

作などかわいい手作りが多く、嬉しい」「子どもの成長を知ることができるプログラム活動が嬉しいです。」「ママ友達が

できた。」「毎回、季節感を感じる内容を楽しみにしている。」などの感想をいただき、職員もお子さんの成長を一緒に

見守ることができ、子育て支援の場であることを意識付けできている。 

・恒例となったリサイクル会（名称：ハッピーリサイクル)を行った。今期は６月に開催した。計画していたママたちのリサ

イクルグループとの協賛は日程調整ができず、実現しなかった。来期に一緒に開催できることを検討中である。年間

通じて、問い合わせも多い。常時、受付にリユース版も設置して活用されている。今後も継続する。絵本、おもちゃが

人気だった。 

・母親たちからの手作りのおもちゃや小物作りがしたいとの要望があり、「ままクラフト」として開催を始めた。お子さん

と分離はせず、同室で安全な環境にも心掛けた。 

スクラップブッキングや市販の手提げバッグに装飾を楽しんでいただいていた。来期も継続予定 

・大きなイベントとして定着している幼児夏まつりを実施した。梅林地区民生委員３名・地域の方 1 名、地域の子育て

サークル担当の方 2 名の協力があり、遊びコーナーでの参加者親子との触れ合いが余裕をもってできた。協力者の

方にも遊びコーナー担当をお願いした。「小さい子が可愛く、とても楽しい時間だった」と感想をいただいた。保護者に

も地域の見守りがあることを知っていただく機会となった。 

 

〇地域支援活動事業 

・移動児童館に１１件の依頼があり、子育てサークルや放課後児童に出向いた。  

集団あそびや季節感を出した「水あそび」製作「こいのぼり」「風船スクィーズ作り」等に参加していただき、とても喜ん

でいただいた。 

・今期も公民館との共催での育児講座「救急法」「バランスボール体験」を梅林児童館ないで開催した。コラボ体制を

取り、児童館が窓口になり申し込み受付や会場内の準備、講座前のアイスブレイクを担当した。0，1 歳児親子 15 組を

対象とした。岐阜中消防署署員 2 名による乳幼児人形を使ったＡＥＤ操作や誤飲時の対応などを熱心に学んだ。職員

もいっしょに参加し、再認識できた。バランスボール体験も参加者が楽しく体験でき、次回の講座で再度の要望があっ

た。検討したい。 

〇民間児童館活動事業 

・育児相談は母親からの相談が多く、「聞いて欲しい！」の気持ちを受け止めながら応えた。また、職員共有での対応

ができるように伝え合った。些細なことでも話すことができるように信頼関係作りをした。相談者へは再来館時に声を

かけて様子を聞き、治療が必要と思われる場合や専門外の時は関係機関への受診や相談を勧めた。 

〇地域との連携 

・児童・生徒たちの遊びや活動の様子を梅林児童館運営委員会やおたよりの配布時に口頭で伝え連携をとれる体制

つくりを継続した。また、例年通りに近隣の梅林小学校運営協議会、梅林公民館運営協議会や各種団体長会議へ出

席して、地域の方々と情報共有をさせていただき、児童館への協力も約束して頂いた。 

・自治会で親睦を図っている方々が児童館の桜の木やツツジの剪定をしてくださり感謝した。職員ではできないことも

あるため,ご好意に甘えた。児童のイベント等でも協力して下さるので今後も大切に交流をしていきたい。 

 

前回までの意見を 
踏まえた取組み状況 

○児童からの意見・要望への対応 

(要望) 

梅林6



月曜日も児童館を開けて欲しい。  

（取り組み）  

行政での決まりであることを説明している。 

開館日に楽しかったと思い帰宅してもらえるように、来館時は対応している。 

（要望）   

１階幼児室に自由に入って遊びたい。 

（対応） 

利用状況の人数や年齢などとの兼ね合いがあり、自由には入室は難しいが乳幼児と触れ合うイベントとして計画を立

てている。 

〇乳幼児保護者からの意見・要望への対応 

（意見） 

「パパとあそぼう！」のイベントをもう少し増やしてほしい。 

(対応) 

育児休暇の取得率が上がり、父親の来館が休日だけでなく、平日も増え、幼児クラブへの参加も増えていることを伝

え、「パパとあそぼう！」も回数を検討しているが、他の「るんるんルーム」「誕生会」等のイベントへの参加も呼び掛け

ている。イベントへの父親参加は増えている。 

 

今後の取組み 

○全体 

遊戯室の空き状況の合わせた児童・幼児への利用を流動的に対応していく。 

できれば児童と幼児の関りを多く持てるように遊び設定を検討したい。 

〇子育て支援事業 

３歳児からの早期入園が今年も 9 月より増えているため、満 3 歳児が幼児クラブから減っていることを踏まえ、０、1

歳児のクラブをさらに PR しながら回数や内容の充実を図っていく。 

アンケートの要望の中に広い遊戯室で歩きの練習やハイハイをたくさんさせてほしいとあったことから「るんるんルー

ム」（遊戯室使用）を増やし、親子での自由あそびに活用いただく。 

上半期から継続して児童館としての育児講座の開催をしていく。防災対策を地域の防災士の方へ依頼した。保護者と

職員も学びの機会としたい。 

○地域組織活動支援事業 

地域（公民館・小学校等）で開催される事業へ児童館としてこれまで同様、協力体制を取っていく。年間で移動児童館

の依頼のある子育てサークルだけでなく、地域の子育て支援の拠点として PR 活動も行っていく。 

○児童健全育成事業 

・環境整備を継続して行い、安心安全の居場所作りに努める。 

・季節行事「ハロウィン」「クリスマス会」で子どもボランティアが活躍できるように支援していく。 

〇民間児童館活動事業 

・ボランティア育成。企画や準備へ積極的に参加できるよう活動を増やす。ボランティア募集も継続していく。 

 

 

●所管課の意見 
○絵本の読み聞かせ「おはなし会」を父親も参加できるよう土曜日又は日曜日に開催するなど利用者のことを考えて行っている。 

〇来館時にスタンプカードを実施すること、また、スタンプがいっぱいになった時の景品の渡し方に工夫をすることで、リピートしてきてくれる来

館者の増加に寄与している。 

 
 

●指定管理者評価委員会の意見 
〇ホームページで活動の様子を随時掲載し、保護者に対してを含め、広く周知を行っている点は評価できる。 

○幼稚園児や保護者も参加しやすいように、土日の行事を増やしている点は評価できる。 

○その他、すべての評価項目が業務要求水準以上となっており、適正に管理運営が行われている。 
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